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’2e） ）大正八年月十五日

（

抄

　
　

録
）

　
O
剣

本

近
海
の

石

茨
海

縮
類

　

　
〔

雜

　
録
）

　
英
國
同

學

讃
先

　
り

淌

息

體
、

原
體
の

性

質
病

蚕
の

症
験、

人
の

皮

膚
病
及
び

分

布
に

就
き

研
究
調
査
せ

る

成

績
を

記
載
せ

り
、

今

其
の

成
續
を

摘

録
す
れ

ば

左
の

如
し。

　、一
、

家

蚕
の

ペ

デ

ク

ロ

イ

デ
ス

壁

蝨
の

寄
生
に

依
b
急
遞
に

軟

化

斃
死
す
る

は

同
蟲
の

有
す
る

毒
素
の

作

用
に

由
る

。

　

　
　
　

、

　
二

、

此

毒
素
は

熱
に

甥
す
る

抵
抗
力
極
め

て

強
く

し
て

攝
氏
一

〇
〇

度
に

於
て

五

時
間

以
上

熱
す
る

に

あ

ら
ざ

れ

ば

毒

力
を

破
壊

す
る

能
は

す
。

叉
ア

ル

コ

ホ

ル

に

沈

澱
し
之

を

凝
固
ぜ

し
む
る

こ

と

を
得

9

　
尸

　
　

　
　

　
「
　
、
　

　
　

　
　
　

　

　
三

、

此

毒
素
は

血
球
に

對
し

溶
血
侮
用
な

し
。

　
四、

毒
素
は

滔
食
管
に

於
て

は

毒
作
用
な

し
。

畿
蘇
影
鱈
皺
器
鯰
齢
鸛
鷲
獺

疑
糴
…

に

は

少
な
か

ら

実

　

　

　

　

　

へ

　
六、

ペ

デ

ク

ロ

イ

デ
ス

壁
蝨
は

現

在
ま
で

の

調
査
に

據
れ

ば

次

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
…

の
一

府
一

六

縣
下
に

分
布
存
在
す、

．

　
山

形、

熊
本

、

長
野

、

靜
岡、

宮
城、

京
都、

山

梨、

祕
奈
川

、

藕
島、尸

新
潟、

青
森、

巖
手、

兵

庫、

鹿

兒
島、

愛
媛、

埼
玉、

岐
阜．、

　
而
し
て

著
者
は

此
の

壁
蝨
に

因
り

て

斃
れ
セ
る

蠶
を、

新
に

軟

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
 

化

病
中
に

加
（

之
を

、

壁

蝨
病
』

と
呼
べ

ら。

　
因
に

著
者
は

題
目
を

改
に

し、

大

麥
中
に

見
出
さ

れ

陀

る
、

ペ

デ

ク

ロ

イ

デ

ス

壁

蝨
と
同

科
な

る

タ
〆

ソ

ネ

ー

マ

ス

壁

蝨
の

形
態

に

就
き

調
査
し

報
告
せ

り
．

而

し
て

此
の

壁
蝨
は

蠶
に

害
を

與
へ

ざ
る

も
の

嫁
ゐ

べ

し
と
せ

り
。

唖

二

六

（

蠶

業
試
験
揚

報
出
口、

第
三

卷
第
六

號、
附
鬪

＝
、

大

正

七

年
）

（
石

卅

金

太

郎隅
）

．

　

　

○
矯

本
近
海
の

石

茨
海
綿
類、

　
理
學
士

朴
灘
三

二

氏
は
近

頃
米

國
探
檢

般
，

ア

ル

バ

ド
ロ

訊

L

號

が
一

九
〇
六

年
中
に

北

西
太

雫
洋
か

ら

探
集
し
把

石
次
海
綿
類

を

研

究
し、

其

結
果
を

公
に

さ

れ

セ、

標
本
は

全

部
で

十
三

種
あ
り、

中

十
一

極
は

新
種
で

あ

る
。

此

薯
は
以

前
同

氏
の

理

科
大
學

記
要

で

發
表
さ

れ

訖

者
と

共
に
、

本
邦
浩

海
の

此

類
に

關

す
る

最
も

大

切

な

論
署
で

あ
る
。

つ、
き
pd

・
oΩ・
以

算・
》

濁
の

G

駆

尹
｝
壱゚

叭
 

叭

訊

饗．
で

謬．
Go
幽

ー

gQ
堅

5
蕊
し

（

駒

井

卓）

一

雜

　
　

録

　

　

○
英
國
同
學
諸
先
輩
の．

淌
息

本
誌

第
三

百
〇

三

號
に

米
國
諸

先

輩
の

淌

息
葎

報
じ

置
け

り
此

稿
は
そ
の

續
篇
に

し

て

大

正

二

年
夏
、

小

の

同
三

年

春
皇

で

予
の

滯
英
中
好
意
な

受

け
れ

乃

諸
先

輩
の

淌

息
な

記

述
し

管
底
に

藏
し
居
れ

り
し

も

の、

其
儘
反

古

籠
に

投

入

す
る

は
何
と
な
く

不

本
意

の

感
あ

ろ

な
以

て

稍
々

舊
聞

な

顧
み

す
我
が

學
界
に

報
ぜ
ん
と

す
る

な

り
。

　

讀

者
幸
び

に

之

な

諒
ぜ

よ
。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
」
辱

　
ゼ

ー
、

ピ

ー
、
、

之

ル

教
授、

倫

敦
に

着
い

て

第
蝋

番
に

訪
問
し
だ

の

は

同

歡
授
で

あ
つ

だ
。

倫
敦
大
學
の

動
物

科
の

主
任

を
し
て

居‘

ら

れ
る

、

Oo

ヨ
娼

觜
畧
守
Φ

圍

日
び

曙
o
ざ

σQ
図

に

多
く
の

貢
献
を
せ

ら

れ

だ
事
は

翫
に

よ
く

知
ら
れ

て

贋
る

所
で

あ
も

。

丁

度

私
が

訪
問

し
陀

賻
は。

同

敏
授
が

四
ケ

月
糊
の

ズ

刻
囲
図

旅
行
よ

り

歸
ら
れ

N 工工
一Eleotron エ o 　Llbrary 　
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動 （

）

1

だ
際

で

あ

つ泥

の
で
、

放
行
談
を

伺

ひ
又

採
集
標
本

を
見

事
を

得
陀

の

は
幸

ひ
で

あ

つ
訖
。

操
集

物
の

中

で
蛙

の
種

類

す

べ
て

活

き
陀

ま

≧

運
搬

さ

れ
て

居

霍
。

自
か
ら

激
室

内

を

内
さ
る

よ

道

す

が

ら
『

ア

ナ

タ
の

國

に
は

自
分

の

専
門

の

で

趣
味

あ

る

O
ミ
象

§

ミ
毳

込寒

籌

器
が

居
る

、
，

叉
此

頃

捕
鯨

業

盛

ん
だ
と

い

ふ

事

を

聞
い

て
居

る

が

、
誰

方
か

あ

れ
の
目

導
げ

o
の研
究

を

し
て

居

ら
．
る

≧
人
が

あ

b
ま
す

か
、

當
方

で
は

料
を

得

る
事
が

幽
來

な

い
、

自
分

の知
る
限

り
で
は

獨

逸
の

゜
医
φ

臣

誇

口
き

氏

の

論
丈

が
ある

丈
け
だ

と

認
臆
し

て
居

、

そ
れ
も
只

外

形
の

記
載

に

ぎ

ぬ

』

な

ど

主
語

ら

れ
陀
。

　

プ

ー
ラン
ヂ

ヤ

ー
博
士

、

倫
敦

前
後

約

孟

ギ
ケ

年

居

つ

セ

聞

、

毎

日

ラ

ウ

ス
、

ケ

ン

シ

ン

ト

ン

プ

リ
チ

ツ
シ

ユ
、
ミ

ュ

ー

ぜ

ア

ム

に

逋

つだ
、

舘
長
ヘ
ッ

チ

ヤ

氏
の
厚

意

に
よ
・

り
各

部
何

れ

の
圖

書

室
へ

も

自
由
に

出
入

る
こ

と

を

許

さ

れ

大

に

好
都

合
で

あ
つ

陀

。
プ
ー

ラ
ン
デ

ヤ

博

士
は何

時
で
も

遇
ふ
度
毎

に

笑
顔

で
迎

へ
ら

セ
、
白

分

が

力
す

る

こ

と
が

あ

れ

ば

何ん

で
も

言

つ
て
來

玉

へ

な

ど
言
つ

下
ざ
る
、

毎
日

地

下

室
の

研究

室
で
兩

棲
類
や

魚

類
を

い

ぢ
つ

居

ら
る

墨
、

最

近
の

著
書

で

は
「

歐
洲

の

蛇
類

」

　
　

　
　
　

　
　

　

　

　

　
　　

　

　

　

　
　

　

　
　

　
　

　

0

と

い
ふ

が
出

だ

、
こ
れ

は
翫

に

日
本

に
も

來

て

居
る

事
と

患

ふ

魚

類

本
室

の
方

で

は
テ

ー
ト
、

レ
ー

ゲ
ン
氏
が
主

管
を

し

て
居

ら

る

、
同
氏
に

案

内

さ

れ

て
標

本

室

を
見
セ

が
、

ギ
・
ユン
プ
ル

博

士

「

カ
タ

ロ
書
グ

」

で

知
ら

れ
て

居
る
通

り

種
、
類

の

多
い
こ

と

蝠
P
く
整

頓
さ

れ

て
居

る

事
は特
更
に

紹
介

す
る

の
要
は
な

い
、

の

「
カ
タ

”
ー

グ

」の
斟
來
・

だ

時
よ
り

今
日

新

さ

だ
も

の

（

軈
　

　
蘇

）
O

芙
』
璽

璽

摩
諸
先

豐

の
瀰
急

陶

、

も

又
夥

多

し

い
數

で

あ

る

が
ヒ

嚇
勃

図
，

躑
は

こ
れ

ら
無

數

標
本

を
「

カ
ー

ド

、
シ

ス
テ

ム

」
に

て

整
理
し

必要

の

あ
る

は

何
の

標

本
で

も

直
ち

に

出

せ
る
樣

に
な

つ
て
居

る
と

語
ら

把

、
丁
度

私

が
滯

在

中

に
「

サ
ー

ヂ
ン
、
ケ

；
ご

と
い
ふ

硝

鋼
專
件

が
楡

敦

の
法

庭
に

現

は
れ
て

、
レ

ー
ゲ

ン
氏
は

科
學
者

し

て

證
人
に

呼

ば
れ

て
屡
虫
法

庭
に

行
か
れ

泥

、

同
氏に

誘

れ
て

私
も

二

度
許
己

り

同

拌

し

て
傍
聽
し

陀
。
水

産

上
珍
ら

問

題
で

は

な
い
が、

商

賣

の
方

で

は
關

係
が

大
き

い
の

で原

被
告
共

非

常
の

入

用
を
費

やし

て
爭
論

し
記
、
昨

年

の

ご

万

例

决

が
あ

つだ

の

だ

か

ボ

、

約

牛

ケ

年

績

い

泥

裁

勃

で

あ

つ

。
事

件
の
内
容
を

一
ト
ロ
に

言

つ
て

見

る

と

、
フ
ラ

ン

ス

と
ノ

川
エ

ー

の
サ

ー
ヂ

ン
の

爭
で
あ

る

、
近
年

非

常
な

勢を

以
て

威
の

尹

ー

デ
ン
と
稱

し

「
ス

プ

ラ
ッ

ト
」

を

油

浸
け
に
し

た

詰
が

倫

敦

の

市

揚
に

は
び
こ
り

、

價

が

安

い

の

で
頁

行
も

よ

し

い

。
佛

國

側
に

と
b
て
は

大

打撃

で
あ

る
。
そ
こ
で

別

種

魚
を
サ
ー

ヂ

ン
と

稱

す
る

の
は

所
謂

牛
頭

を

か

ヌ

げ

て
馬
肉

賣

る
も

の

な

う
、

罐

詰

の

内

容

と

表
記

せ
る

名

目
と
異

つ

居
る
の

は
食
物

條
例

違

反
な

b
と
い

ふ
の

で
抗

議
を

起
し

の

で
あ

る
。

諾

威
側
で

は

之

に

答

へ
て

成

程

諾
威

に

は

毳

§
§

戛

ミ

ミ
毳

は 産

せ

な
い

、
所
謂

佛
國

産

の

も
の

と
は

別
種

で

あ

る

。

し
「

メ
ン

の

ー
デ
ン

」

で
造

る
「

ア

メ
リ

カ

ン
、
サ

ー

ヂ

ン

、

其
他

日
本

の
「
サ

ー
ヂ
ン

」
、

印
度

の

「

ず
ー

ヂ

ン
」

な

主
言
つ

て
市
塲

に
販
質

せ
ら
れ

て
居

る
で

は

な

い

か
、

こ
れ

ら

ﾍ

皆別
種
の
魚

類
か

ら

ら

て居る
の

と つ

のでレ
ー

蓊 氏 は 裁 剣 長 よ り 旧本 の 「 ま い は し」のこ と を 尋 ね ら

b
　．　　
　

　

　
ト
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（
心
殫

　
　

艨
W

　
O

薔
鑾
爾

先

睾
の

淌

息

博

藤
館

燐
藏
の

標
本
を

持
っ

て

行
つ

て

詮

明
せ

ら
れ
セ

。

其

當
時

列
釦，
ラ
ン

ヂ

ヤ

ー

博
士

は
此
「

ナ
」

ヂ
ン

、

ケ

ー

ご
に

蔵
い

て

自

分
に

語
ら
る
よ

に

は

既
に

瑞

西
の

様
な

海
の

な
い

國
で

も

瑞
西
の

「

サ

5
ヂ

ン

」

と．
稱
し

淡
水
魚
を

油
浸
け
と

し
た

罎
詰
を

賣
つ

て

居

る
、

此

度
の

争
論
は

如

侮
に

も
子
供

ら
し
い

議

論
で

あ
る

と
思
ふ

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　…

な

ど

と

言
砿

れ
把

。

　

魚
類
學
者
と

し
て

世

界
に

知

ら
れ
て

居
る

ギ
“

ン・
尹

ル

博
士

は

當
時
八

十
七

歳

の

高

齢
で

あ
る、
・

薄
物
館
の

方
は

既
に

隱…
退
せ

ら
れ、

倫
敦
の

郊
外
に

て

皇
室
の

別

邸
あ
る

景
色
の

佳
い

ー、

ガ

ー

ン

プ

ン

に

閑

居
せ

ら

れ
眼

疾
の

だ
め

に

最
早

讚
書
せ

ら
る

タ

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　　

す

ら
出

來
の

と
テ

ー

｝
、

レ

ー

ゲ

ン

氏
か

ら

聞
き

ま
し
だ

。

躡
朝
後

共

訃
の

報
あ
り

し
は

誠
に
お

氣
の

毒
な

次

第
で

あ
る

。

　

軟
體
動
物
の

部
で

は
永

年

擔
當
さ

れ

て

居
だ
ズ

刻
氏

勇
退
せ

　
　

　

　
　
へ
　

　

ら

れ
、

若
手
の

ジ

ー
、

エ

i
、

ロ

ズ
ー

菱，
氏
が

代
つ

て

圭

管
を

し
て

居
ら
る

よ
、

同

氏
の

舒
意
に

よ

り
．、
09
・

各
。

吾
言
H

§・
冨
．、

に

圖
読
せ

ら
れ

て

居
る

O
象
、

ミ

屬
各
種

標
本
の

正

物

を
見
る

事
を

得

記
の

は

謎
常
に

有
盆
で

あ
つ

陀
。

　

博
物
館
内
に

新

ら
し
い

陳
列
は、

ず

ー
、

ろ
ゴ
ッ

ト

の

南
極

探

險

隊
博
物
探

集
標
本

と
飛
行

機
研

究
に

資
す
る

た

め

に

、．

曷

藷
ま
．、

と
題
し

鳥
類
や

昆
蟲
の

飛
行

器
を
設

明

し
陀

類
集
で

あ
る

。

前
者

の

中
で

珍

ら
し
い

も
の

と
思
つ

だ
の

は

ニ

イ

ン

チ

も
あ
る

大

き
な

硫

器
覈
奪

や、

一

ご

○
○

呎
の

海

底

か

ら

得
だ
と
い

ふ

O
貯
巨

∫

卍
99

秦

隠
o層
轟
o

の

標

本
で

重
量

オ
づ

鎚
ぢ

歹
煽

野

8
β

あ
る

と
説

明

し
て

あ
つ

π、

飯
島

先

生
へ

の

お

土

産
に

し
詫
い

と
患
つ

髭

程

∂

君

，

一
遡・
巷

で

あ．
る・

　
　

．

．

　
・

↓

　

　

　
　

　

　
　

：

二

　

威
心

し
ね
事
は

此

探
際
隊
の
一

員
と
し
て

加
入
し

、

極
地
の
生

物
や

氷
由
な

ど
の

實
景
を
巧

妙
に

撮

影
さ

れ

だ

霞一
r

掲

妄
自

器

の

技
工
で

姦
る

。

O
丶

§

ミ
象

ミ
ミ
ミ

の

游

泳
默
况
や

ペ

ン

ギ

ン

鳥

の

雪
の

中
で

其

卵
を
抱
い

て

居
る

所
な

ど
天

下
一

品
の

傑
作
で

あ

る
。

又

同
氏
の

撮

ら
れ

セ

極
地
の

活

動
寫
翼
を
見
把

が

實
に

こ

れ

は

永

遠
迄
の

好
紀
念
で

あ
る

と
患
っ

訖
。

　

こ

れ

は

別
な

話
し
だ
が
一

寸

茲
に

書
き
添
へ

て

置
く、

烈
M
飛

コ

ッ

ト

の

愛
息
當
時
六

才
の

が
一

人

あ

る、

郷
の

逶
言

に
彼
を
し
て

博
物

學
に

趣

味

を
持
π

せ
る

樣
に

と
の

事
が

あ
つ

髭

の

で、

未
亡

人
は

毎
週
一

回
づ

主

此

博
物

館
に

愛
息

を
伴
れ
て

來

觀
せ

ら
る
美

。

所
が

此
頃

小
さ

な

海
軍

服
の

主
人

公

は

博
物

館
に

奈

る
の

が

何
よ

り

好
き
に

な
つ

て
、

李
常
自

宅
で
「

ヤ

ン

チ

ヤ
」

を
い

つ

て
ダ

曽

を
こ

ね
る

事
が

あ
る

と
未
亡

人
は

そ
れ．
で

は
モ

ー

博
物
館
に

俘
れ
て

行

か

な
い

よ

と
い

は

る

よ

と

直

ち
に
「

オ

ト

ナ
」

に

な

ら
る

畫

と
い

ふ

事
を
闘

き

ま
し
陀、

誠
に

近

頃
の

美
し
い

話
で

は

あ
り

ま
せ

ん

か
。

　・
エ

7

チ
、

エ

ア
、

ぜ

乳

ム

ソ

ン

博
士
、

近
年
専
門
に

眞
珠
の

研
究
を

し
て

居
ら
る

≧
、
．．

郵

銭
奮
o
昌

鷺

程
さ
気

脊
H

鱒

毳
℃

舞

決
．．

と

題
す
る

長
論
文

を

男

き
o・

凶
09

むQ8

・

ビ

馨
黎
澤

の
一

九

＝
嚇

年

六

月
號
に
發
表
さ

れ
陀、

又

同
年
九

月
に

刻

ン

テ
ィ

ー

に
τ

催
曾

さ

れ

し

冒

暮
韓
p

＞

段
OO

§
ご
O尸
粘

窪

夢
の

ト

号
碧
8
菖
Φ

耳
O
惰

oe

甑

夐
＄

の

年

倉
に
一

論
交
を

發
表

し

州
り

罰
荊

博
士
の

翼
珠
研

究
の

所

説

を

論
駁
さ

れ

だ
の

で

物

議
を
生

じ
た

事
が

あ
る

。

全
博
士
に

手

紙
で
パ

ン

フ

レ

も

を

講
求
し
た

時
の

返
事
に

鳥

肝
ア

ナ
タ

の

倫
敦
滯

「

鰯
ゴ

　

　
　

　

　
　6

、

●
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號 三 十 六 百 三 第 誌 雜 學 物 動（29 ）

、

在
中
に

是

非
一

度

會
つ

て

日

本
に

於

け
る

。。｝・
φ

＝
，

ゆ
・。

ゴ

。

¢

＝
昌
同

 

の

話
を
聞

き
詑

い

と
の

事

で

あ

つ

沈
の

で
、

百
騷
。
．

・

動

。
h

目

自
雷
鉱
o
⇔

の

事

務

室
に

訪
問
し

セ
。

印

度
並

に

濠
洲

各
地
の

眞
」

珠
の

標
本
を

見
せ

ら
れ
セ、

又
一

ツ

支

那
産
の

も
の

だ

と
い

つ

て

今
迄
に

見
セ

事
の

な

い

国

屯
さ

　
の

短
い

扁
卆
な

眞
珠

分
を
見
せ

ら
れ・

日

本
に

も
こ

れ

が

居
ま
す

か

な

ど
よ

尋
ね

ら
れ
把

。

自
分

が

紐
育
に

居
だ
時
に

濠
洲
産
の

蝶

介
に

拇
指
大
の

介
付

翼
珠

を
付

け
陀
立
派
な

標
本
十
五

六

枚
を

見
把

事
が

あ
る

と
い

つ

陀

ら、

そ

れ
は

故
゜・

§〜
N

曳
ミ
の

仕
事
で

。，

§

堯
二
8
。

H
居

Φ
・。

。，
什

尻

聾

詳
・。

）

附

近
で

造
ら

れ
控

も
の

で

あ
る、

其

方
法
は

祕

密
に

さ

れ

て

居
る

が

併
し
日

本

流
の

方
法
と

ア

ナ
ロ

ガ
ス

な

う
と

想

像
せ

ら

れ

る
。

始
め

は
一

枚
百

弗
に

も
費
れ

把

と
の

こ

と
で

あ
つ

た
が

自
分
は

其

價
の

不

當

な
る

を

信

す
る

。

其

後

列
睦

到
氏
の

逝
去
と
共

に

其

事
業
も
淌
え
泥

様
で

後
の

話

し
を
聞
か

な
い

と
言
・

は

れ

把。

最

近

に

≧
爵

罠
民
の

費

表
ざ

れ

し
入
工

眞

珠
形
成
の

論
文
（

国
。
・】
 

か
5
湯
お
霞
一

三

年
九
月

號一

は

多
少
理

屈
に

叶
っ

て

居
る

で

は

あ

り

ま
せ

ん

か
、

併
し

實
際

禹
瑾
る

か

出

來
戯

か

は

保
證
が

出
來
濾

な

ど
ヌ

語
ら
れ
サ

　

ア

レ

ン

博
士、

大
正

二

年
の

暮

れ
に

プ

ヲ

マ

ス

の

臨

海

實
驗

所

を
訪
問
し
て

同

博
士

の

厚
遇

を
受

け
だ

。

例
の

硅

藻
の
ガ
ユ

ー

ア、

力

享
サ
を
績
け
て

研

究
さ

れ

て

居
陀

。

此

前
に

發

表
逃

れ
把

時
よ

う
今
日

は

除
程

進

ん
だ
新

し
い

結
果
を

得
柁
と
い

ふ

事
を

語

ら
れ

詑
。

遠
か

ら

す
し

て

叉

有

盤
な
る

論

文
が

繊

る

と
怨
ふ

。

靆
は

英
國
内
の

實
驗

所
中

最
も
よ

き

地
の

利
を

占
め

て

居

　

　

　

麋
　

　
蟲
）

　

O
ク

砌

ジ

ヨ

ウ

ぜ

タ

キ

に

就
て

●

る

の

で
、

寒
暖
爾

方
の

蛸

許
蠧
が

居
る

。

所
讃
佛
國

の

サ
ー

黨
シ

が

捕
れ

る

か

と
息
へ

ば

鰊
の

稚
魚
を

捕
へ

て

水

族
槽
に

飼
育
さ

れ

て

居
る

。

魚
卵
稚

魚
の

研

究
に
は

緇
好
の

場
所
で

あ
る。

ジ

タ

ヂ
〆

の

岩
壁

に

建
つ

て

居
る

此

實
驗

所
か

ら

軍
港
内
を
見

下
ろ
す

景
色

は

興
に

絶

景
で

あ
る

。

文

献
の

完

備
し
て

居
る

事
為

羨
望
に

堪

へ

韻
。

博
士

は

本
棚
の

中
に

我
が

動
物
學

雜
誌
の
一

部
分
の

飾
ら

れ
て

居
る

の

を
示
さ

れ

．

日

本

語
は

吾

等

最
つ

て

は

餘
り

に

難

澁
で

あ
つ

轟
解

す
る

こ

と

は

掲

賚
、

併
し
こ

う
し
て

蒐
集
し

て

置
け

ば

何
時
か

役
を

す
る

・

と

が

あ
る

と

箏
る

・

と

琶
れ

 
・

私
は

そ
の

意

味
深
長
な

る

を

威
謝

し
詑

．

此
處
に

は

先

年
日

本
を

訪
閙
さ

れ
陀
ク

・

レ

セ

イ

氏
が

海

洋
調
査
の

仕
事

を
し
て

居

ら
る

玄
。

（

了
）

　

　

　

　

　

（

妹
尾

秀
實
）

　

　

○
ク

ロ

ジ

旨

ウ

ビ

タ

キ

に

就
て

子

爵
松

罕

爨
氏
よ

り

近

來
朝

讐
り
得

砦
葉
の

内

湯

題
の

如

き
鳥
が

有
つ

沈
か

ら
と
て

余
に

示
さ

発
．

余
は
本

種
は

未
だ

我
國
の
・

あ
び

あ

う

な
」

に

は

初
め

で

の

鳥
と

思

尭
に

依
つ

て

此

處
に

叙
し

合
せ

て

氏
の

好

意
を

謝

す
。

　

記
載

、

嘴
及
び

脚
は

黒
色

。

頭

部、

脊
部、

胸

部
及
び

翼
の

小

　

　

雨

穫
眞
黒
に

し
て

稍
石

盤
青
色

を

帶
ぴ

セ

光
澤
が

あ
る

。

　

　

他
の

雨

覆
及

び
て

總
て

の

風
切
は

せ
ぴ

あ
色
に

し
て

大
雨
覆

　

　

家

列
風

切
及
び

小

翼
朋
に

は

狹
き

淡
褐
色
の

縁
が

あ

る
。

 

腰

　

　

部
上
下

尾
筒
及
び

尾
筋
は

豸
ウ

ビ

タ

キ

覧
る

如
き
赭
赤

　

　

色
に

し
て

最
上
位
の

中
央
尾
朋
は

先

端
に

近
ー
せ

ぴ

あ
色
を

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　．
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